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 要  旨 
Web を利用した様々な情報配信サービスの拡充や無線 LAN や携帯電話などの無線通信技術の
発展によりユーザはいつでもどこでもネットワークを利用して様々な情報の取得が可能になっ
た．しかしながら現状ではこれらの情報取得はユーザが能動的に行わなければならずモバイル環
境下ではボタンやディスプレイ等ユーザインタフェイスが十分ではないため満足に情報の取得を
行うことが出来ない．モバイル環境下では必然的に移動先での飲食店情報や天気予報など自らの
位置やスケジュールといった状況を反映した行動支援情報を望むことが多い.  
このような背景を踏まえ，コンテキストアウェアと呼ばれるサービスが注目されている．コン
テキストアウェアサービスでは，特にユーザの位置情報に着目がなされ GPS を利用する事により
情報取得を容易にしている．近年，現在位置だけではなく行動履歴等から方向などさらに高度な
情報を端末が認識し，ユーザに対し有用な情報提示を行う試みがなされている．これらも有用な
技術であるが，そもそも検索キーワードの入力などがサービスの利用の際には問題になる．別の
試みとして，スケジューラからの情報取得も検討されているが，現状モバイル環境ではスケジュ
ール登録を行うことは検索等を行う情報取得同様容易ではなく，継続的な利用は望めない． 
探索に置いては事前に目的地の情報取得を行う事が示唆される事から事前の Web 閲覧を行っ
ているものと考えられる．そこで本研究では Web 閲覧から目的のスケジュール情報をスケジュ
ーラに対して登録を行う手法を検討し，またモバイル環境下のユーザに対してスケジューラ 
の情報を元に配信する手法を検討し，実装を行った． 
 それにより本来スケジューラが持っていたリマインダとしての機能の活用や，ユビキタス環境下
におけるユーザの経路／周辺情報検索における情報取得の平均ボタン入力回数の軽減を可能に
し，またスケジューラ登録の情報源に Web を利用にする事で継続的な利用を現実的なものにし
た． 
 またマッシュアップ技術などを利用する事によりサービスの運用も容易にし，システムアーキテ
クチャの選定によりや標準化プロトコルの利用により，将来的な展望や研究に関して可能性を示
した． 
 
